
「復興大学」は、震災直後から、復興支援の担い手と

なる人材育成、地域の将来を担う児童・生徒の学習

支援、被災地企業の復興支援、災害ボランティア活

動などの事業を実施してきました。

このシンポジウムは、復興に関わり続けた活動とそ

の想いを共有し、「復興大学」のこれまでの歩みやこ

れからの活動に向けて、多くの方々からの講演や

メッセージを通じ、未来への想いと希望を抱く場に

なると考えております。
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2月20日（土）
令和3年

13時30分～16時00分

主催　復興大学（学都仙台コンソーシアム復興大学部会）
後援　宮城県

令和２年度「復興大学」
オンライン公開シンポジウム

お問い合わせ

TEL. 022-305-3818　FAX. 022-305-3808
E-mail. fukkoudaigaku@tohtech.ac.jp

東北工業大学 地域連携センター（復興大学事務局）

参加
無料

本事業は宮城県の「復興大学支援事業補助金」により運営しております。

参加申込 事前申込制

2月17日（水）申込締切

詳しいお申し込み方法は裏面をご確認ください。

※人数制限を設け、会場での観覧も受け付けますが、ネットワーク環境の
ある方はできるだけオンラインでの参加をお願いいたします。

（観覧会場：江陽グランドホテル４Ｆ銀河の間）

【重要】今後の感染症の状況により、全てオンライン開催になる場合がござ
います。詳しくは復興大学HPをご確認ください。

2011年の東日本大震災から
10年が経ちます。

（受付開始13時00分）Zoomウェビナーで配信
※Zoomは、Zoom Video Communications, Inc.が提供するサービスです。

開会挨拶
学都仙台コンソーシアム会長

来賓挨拶
宮城県知事

［第1部］ 基調講演
東北工業大学の復興支援とこれから
渡邉 浩文 氏　東北工業大学 副学長

復興と未来のまちづくり 気仙沼のこれから
菅原 昭彦 氏　気仙沼商工会議所 会頭

震災から学んだその先にあるもの、
アントロポセインの時代を生きる
ーコロナ禍に生きる、未来のカタチとはー

石田 秀輝 氏　東北大学 名誉教授

［第2部］ ビデオメッセージ＆意見交換　
ビデオメッセージ
平川 　新 氏　東北大学 名誉教授

今村 文彦 氏　東北大学 災害科学国際研究所 所長

梅野 修一 氏　国土交通省 東北地方整備局長

復興大学受講生代表

意見交換
渡邉 浩文 氏 ／ 菅原 昭彦 氏 ／ 石田 秀輝 氏
復興大学事務局
モデレーター  菊地 良覺　復興大学部会長・東北工業大学副学長

閉会挨拶
菊地 良覺　復興大学部会長・東北工業大学副学長



※応募フォームは、Googleフォームとなります。アクセスできない方がいらっしゃいましたら、お手数ですがメールにてお申込み下さい。

※いただいた個人情報につきましては、復興大学事業事務局からの連絡や事務等の復興大学事業に限り利用いたします。

ホームページでの
お申し込み

メール／FAXでの
お申し込み

お申し込み方法

ご氏名

フリガナ

ご所属

ご連絡先

希望参加方法

TEL/携帯 （FAX ）E-mail

〒

ご住所

※学生の方は「大学名」・「学部」・「学科」・「学年」
　（東北工業大学在籍の方は学籍番号も）を記載して下さい。

※日中連絡が取れる番号（必須）

オンラインで参加 会場で参加

事前申込制 2月17日（水）申込締切

基調講演 講演者 プロフィール

渡邉 浩文 氏
東北工業大学 副学長
建築学部 建築学科 教授

早稲田大学大学院理工学研究科博士後期課程建設

工学専攻修了。博士（工学）。担当科目は、熱・空気環

境、都市環境ほか、専門は都市環境工学。これからの

都市は、環境への配慮が不可欠。気温測定や地理情

報システムによる分析を行い、自然と科学技術が調和

した都市環境の設計や計画についての研究を重ねて

いる。仙台市環境審議会会長、仙台市経営戦略会議

議長などを務めている。

菅原 昭彦 氏
気仙沼商工会議所 会頭

（株）男山本店 代表取締役社長
気仙沼地域開発株式会社 代表取締役

気仙沼商工会議所会頭として津波で壊滅的な被害を

受けた市域の復旧・復興、産業再生に取り組むととも

に、持続可能な循環型地域社会の実現を目指して、食

産業の振興など「食」をテーマとした活動を展開して

いる。また、（一社）気仙沼地域戦略の理事長として

データに基づいた観光マーケティング実践やまちづく

り会社気仙沼地域開発㈱の社長として気仙沼市内湾

地区の観光商業施設の運営を行っている。

石田 秀輝 氏
東北大学 名誉教授

（一社）サステナブル経営推進機構 理事長
地球村研究室 代表

2004年（株）INAX（現LIXIL）取締役CTO（最高技術責

任者）を経て東北大学教授。2014年鹿児島県沖永良部

島に移住し、私塾『酔庵塾』を開き持続可能な地域づく

りを進めながら、新しいライフスタイルである『間抜け

の研究』を開始、2019年10月から（一社）サステナブル

経営推進機構理事長として持続可能な社会に求めら

れるビジネス創出へ向けて挑戦中。近著；「バックキャ

スト思考で行こう！」（ワニブックス2020））ほか多数。

①ご氏名 ②ご所属（会社名・学校名） ③ご住所 ④電話番号 ⑤オンライン希望もしくは会場希望かを

明記の上、お申し込みください。

復興大学ホームページからお申し込みください。

http://www.fukkou-daigaku.gakuto-sendai.jp/

fukkoudaigaku@tohtech.ac.jpe-mail

022-305-3808fax

Googleフォーム

※ネットワーク環境のある方は出来るだけオンラインでの参
加をお願いいたします。

Zoomウェビナーで配信 ※Zoomは、Zoom Video Communications, Inc.が提供するサービスです。


